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－「エコアクション２１（環境行動計画）」の進捗状況－ 

2005 年度（通期）の目標管理調査実績を集計公表 

中間年総括、及び環境目標の見直しも実施。 

 

社団法人 プレハブ建築協会 

 

社団法人 プレハブ建築協会（会長：樋口 武男・大和ハウス工業株式会社会長）は住宅部会参加22

社のうち部会内に設置された環境分科会参加の12社で、2006年6月～7月にかけてアンケート方式により

調査を実施した。京都議定書による地球温暖化対策や産業廃棄物最終処分場の逼迫等による不法投棄

の増加などの社会背景のもと、住宅産業界として環境負荷低減に努めるべく、2000年5月に「エコアクショ

ン２１（環境行動計画）」を策定。協会会員共通の環境負荷低減目標を掲げて、毎年その進捗状況を集計

・発表している。 

今回は、2005年度分の実績集計に加え、過去5年間の環境行動の総括を行った。さらに住生活基本法

の制定等、最近の社会動向も踏まえ、2010年に向けた環境行動目標を見直し、併せて「2005年度環境行

動計画実績報告」としてパンフレットにまとめた。 

１． 2005年度「エコアクション２１」環境管理調査結果状況 

(1) 生産段階（工場生産＋輸送＋現場施工）の㎡あたり CO2排出量は対前年比 1.0％増加。ただし、

現場施工段階は建設工期の短縮化と建設現場への効率的な作業者の配置が進んだことによ

り、前年より減少。 

(2) 品確法省エネ対策等級4（次世代省エネ基準）相当の戸建住宅供給比率は81.8％となった。各社

では、さらにこれを超える高い断熱性能を有する住宅の開発も行われている。 

(3) 工場生産・現場施工段階の廃棄物発生量は、対前年比 0.3ｋｇ/㎡（1.4%）減。但し、現場施工に限

っては、ゼロエミッション化・分別徹底により、混合廃棄物等の発生量が大幅に減少した。その結

果、施工現場からの廃棄物発生量は、対前年比1.0ｋｇ/㎡（6.7%）減少した。工場における再資源

化率は主要な 4品目等で 90％以上を確保、全体でも 96.0％と目標達成.。 

(4) 室内空気質対策は内装仕上げ、天井裏等とも品確法対策等級３相当を１００％達成。 

 

２．「エコアクション２１」の中間年における進捗状況 

2000年5月に策定した「エコアクション２１」の中間年における、主な進捗状況は以下の通り。 

(1) 生産・居住段階のCO2排出削減 1990 年比 5.1％削減 

(2) 耐震技術や免震技術開発・導入。さらに保証制度、アフターメンテナンスを充実 

(3) 工場生産・現場施工段階から発生する総廃棄物発生量 2001 年比 2.3％削減 

(4) 工場生産段階から発生する廃棄物の再資源化率 96.1％ 

 

３．2010年に向けた環境行動目標の見直し 

これまでの実績と社会情勢の変化や法改正の状況を踏まえ、より地球環境に配慮した新しい環境目

標を取り込むなど、従来の環境行動目標の見直しを行った。 

 

 

 

以 上 

 

＜本件に対する問合わせ先＞ 

社団法人 プレハブ建築協会 塚田 又は 佐藤 

電話    03-3502-9451 Fax 03-3502-9455 
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